
 

                                

 

                   

＜第１４号＞令和７年１２月１０日発行 園長 高橋 和弘      

かもすの会さん、１年間お米づくりでお世話になりました！～ありがとうの会～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
チャンピオンはえいとさんでした。 

「つくってあそぼう」の様子を見てもらいました～園内保育研究会～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさとを愛し 心も体も豊かに生きる子どもの育成 ～大庭幼稚園～ 

園長だより しえんの輪・よりそう心！ 
 

 11 月 28 日（金）は、かもすの会さんを招いて「あ

りがとうの会」を開きました。今年も種もみまきか

ら田植え、稲刈り、脱穀まで一緒に取り組ませてい

ただき、おいしいお米作りを体験することができま

した。新米がたくさん収穫できました。 

当日は、朝から新米をといでご飯を炊いたり、野

菜の皮をむいたり、包丁で切ったり大忙しのこども

たちでした。４名のかもすの会の皆さんを前にして

自己紹介した後、一緒に「かもつれっしゃ」をしま

した。また、年長さんは米作りの様子を絵に描いて

見てもらいました。最後に手作りの皿をプレゼント

しました。次に自分たちの「つくってあそぼう」に

お客さんになってきてもらいました。みんな大喜び

でもてなしていました。お昼になると一緒にご飯と

豚汁で会食しました。かもすの会さん、１年間あり

がとうございました。 

 

  

手作りのウェ

ルカムボード

で歓迎の気持

ちを表しまし

た。 

 11 月 27 日（木）保育研究会を行いました。

こどもたちの遊びの様子を大庭小学校や地域

の幼児教育施設の先生たちに見てもらい、園

が大切に思っていることを伝えたり、意見を

もらったり、市の保育指導官の持田先生に指

導助言をしてもらったりしました。 

 一人一人がおみせやさんやゲームコーナ

ー、キッチンカーやどんぐりころがしなど思

い思いの「つくってあそぼう」を楽しんでい

るところを見てもらうことができました。み

んなが遊びの仲間としてつながりながら夢中

になって取り組んでいる姿にまた一つ成長を

感じました。 

おいしくて楽し 

い会食でした。  

おかわりもし 

ました。 

いらっしゃ 

いませ！ 



冬のお楽しみ会をしました！～今年度最後のきらきら学級～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年もサンタさんから手紙が届きました。  

～ツリーも飾って、もうすぐお楽しみ会です～ 
  

 

 

 

 

 

家庭・学校（園）・地域のつながりの大切さを再確認しました。～県Ｐ連研修会～ 
11 月 29 日（土）県Ｐ連（幼・小・中・高・特別支援学校）の合同研修会が八雲アルバホールで開催され

ました。「つながり」をもう一度見直していくきっかけとなるお話を聞くことができました。 

テーマ：「家庭・学校・地域のつながりで築くこどもたちの未来」～これからのＰＴＡ活動の在り方～ 

講 師：筑波大学 浜田博文教授 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

※12月 21 日（日）は、公民館主催の「クリスマス会」があります。配布したチラシをご覧ください。 

※12 月 21 日（日）は、公民館主催の「クリスマス会」があります。配布したチラシをご覧ください。 

12 月 9 日（火）きらきら学級（未就園

児開放）の冬のお楽しみ会をしました。

１組の友達が参加してくれました。 

始めにツリーの飾りつけをしてからお

いもの蒸しパンを作って食べました。ま

た、在園児からは楽器の演奏やおどりの

プレゼントがありました。園長サンタか

らプレゼントももらって楽しいひと時が

過ごせたと思います。今年度はこれが最

後です。来園いただきありがとうござい

ました。 

  

 

   今年も昇降口にツリーのもみの木が置かれました。こどもたち

は大喜び。早速みんなで飾り付けをしました。５日の朝、サンタ

さんからの手紙も届きました。みんなはどんなプレゼントを思い

浮かべているのでしょうか。袋を作って待っています。１８日は

「お楽しみ会」です。 

なお、ツリーの木は今年も松江森林組合からいただきました。 

 大きな社会の変化の中で育つ今のこどもたちの課題をデータやグラフで客観的に示されました。それは、 

① いじめ ②暴力行為 ③不登校 ④自死 が主なものとして挙げられていました。とても重い内容です 

が、片方でこどもたちの意識調査では、〇今の自分が好き 〇親から愛されている 〇居場所は家庭 〇

社会のために役立つことをしたい 〇将来に明るい希望をもっている等の比率が高いこともデータからは

みられるそうです。少しうれしくなりました。 

 今のこどもたちの課題の背景にあるのが、核家族化や都市化による地域コミュニティの変化であり、子

育てすることの難しさが増大していると指摘されました。一番の問題は、「こどもの教育に関する最終的

な責任を家族という単位が一身に引き受けざるをえなくなっている」（広田照幸『日本人のしつけは衰退

したか』講談社より）現状にあるということでした。学校の忙しさについても話されました。 

 そこで、家庭・学校（園）・地域がつながりを再構築していく必要があるということでした。こどもを

育てることは、「私事（わたくしごと）」ではなく、公共の営みであること。こどもたちは個人の私物で

はなく、教育は「社会的共通の資本」であり、協働していく関係作りが大切であると結論付けられました。 

 一人一人が子どもたちの未来を見据えて考えていかねばならないと思いました。 

個人懇談ありがとうございました！ 
12 月に入って、個人懇談にお出かけいただきありがとうございました。日ごろ感じておられること

やおうちでの様子など、園とは違う様子も聞かせてもらうことができました。ご家庭と園がより連携

し、つながりを深めていく機会になれば幸いです。 

今後も園での様子で詳しく聞きたいことや話題にすることができなかった心配ごとなどがありまし

たら、園の職員誰でもお受けしますので遠慮なくお声掛けください。9日～22 日は、「ゆら～りタイム」

も計画されていますのでご活用ください。（お便り配布済み） 

 


